
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

秋衣　（めいか）

ブラム＝ストーカー
エグザイル

FHチルドレンB

無知

疎まれた子

嫌悪

心の壁

FHチルドレン

33

欲望；従属

3
3
1
1

0
3
0
0

1
3
7
1
1

27
15
15
20
40

3 1
1 4

FH 1

骨の銃
スカーレットレイン
スカーレットレイン（100%↑）

射撃
射撃
射撃
　　

7r+2
8r+2
12r+2

0

0
0
0

7
9
13

「骨の銃」で作成
「骨の銃」使用後　「オールレンジ」+「赫き弾」+「血の宴」　1シナリオに2回
「骨の銃」使用後　「オールレンジ」+「赫き弾」+「血の宴」　1シナリオに3回

0 0

2

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト

骨の銃

オールレンジ

赫き弾

血の宴

日常の代行者

鍵いらずの歩み

★

0

2

2

1

1

2

1

1

-

1d10

2

3

2

2

3

オート

気絶時

メジャー

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

-

至近

武器

武器

-

シーン

自身

-

自身

-

-

範囲（選択）

自動

自動

-

自動

対決

対決

対決

-

↓100

-

-

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

CL-LV

武器を作成

ダイス+LV個

攻撃力+[LV×2]　メインプロセス後HP3消費

攻撃対象を範囲（選択）に変更　1シナリオにLV回

「ねえ、蚕って知ってる？蚕は人間にとらわれちゃって野生に帰れなくなっちゃった虫なの・・・人間の庇護がないとすぐ死んじゃうの、私もいっしょ、私も組
織の下にいないと生きていけないの」

私はもともとugnに所属していたugnチルドレンだ、両親は私がオーヴァートであることを知ると私を半ば捨てるようにugnのホームに入れた私はとても要領が悪
くみんなができることもこなせなかった、任務に行けば足を引っ張り、訓練中もドジばかりして無駄弾を使うような子で自然とホームの中でも孤立していった

チルドレンの訓練課程を終えてなお修行が必要と言われレネゲイドに理解のある寺に預けられた、そこではけなされることはなかったが「人間味がない」「欲望
とか感情とかそういった類のものが一切感じられない」と言われた。なんでも言われたことはきっちりこなすし、修行態度もまじめで、だれよりもさぼらないい
い子ではあるのだが自由時間にまで「何やったらいいのかわからないです」ほしいものはないかと聞けば「自分が何をほしがってるかわからないです」

ゲーム機を与えても「これ、何をやればいいかわからないです」とすぐに投げ出してしまい（3DSとどうぶつの森、アトリエを渡したらしい）
２～3日の休暇と外出許可、お金を与えて「しばらく外の空気でも吸ってくるといい」と言ってあげた日には部屋の押し入れの中にこもり「私捨てられたのかなぁ
どうしてみんな私を捨てちゃうの？私、好きにしていいって言われたら名にしていいかわからない・・・組織の下にいなきゃ生きていけないし自由なんて有毒な
のに」と泣きじゃくったくらいだ

和尚さんは「お前に人間らしい欲望と人間らしい感情、人間らしい意志を学んでほしい」と言い、私をFHのセルに預けた、FHのセルが所有する一室に寝泊まりさ
せていただいている
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